
I 非木材林産物（NWFPs ・ NTFPs）とは 

1 定義 

森林からは木材・薪炭だけでなく、くだもの（木の実）、山菜、きの 

こ、狩猟による獲物、食用昆虫、あるいは渓流の魚などの食糧をはじめ、 

薬草、槻維、家畜の飼料などさまざまな産物が得られる。このことは熱 

帯森林の中で暮らす先住民とか原住民と呼ばれる人々が、衣食住の材料 

すべてを森林から得ているのをみればよくわかる。 

森林産物・林産物は、一般にこれまで製材という過程を通る木材 

(Timber, lumber, sawn-timber) と、薪炭、タケ、ラタン、松やに 

など製材の過程を通らない産物に分けられ、一般に前者をM可or 

products、 後者をMinor productsと呼んできた。わが国での「特用林 

産物」、「特殊林産物」もほぽ、このMinor productsに対応するものと 

考えていいようである。 

非木材林産物（Non旦ood forest Qroducts, Non timber forest product ) 

（よくNWFPS ・ NTFPSと略称されている）とは、これまで使われて 

きたMinor forest produc据と同義語としても使われている。しかし、 

製紙川パルプ・チップ、パーティクルポード用のチップ材など木質部の 

利用が増加し、製材という過程を通るか通らないかということでのこの 

区分も、時に混乱を招くようになった。さらに、非木材林産物をメジャ 

ーとした森林利用が模索されていることからもわかるように、木材の生 

産をメジャーとし、他の部分、あるは他の森林産物をマイナーだとした 

考えはほぼなくなっている。 

FAO (1991）では「木材林産物」と「非木材林産物」を、それぞれ 

次のように定義している。 

木材林産物とは丸太、製材品、木質パネル、チップ、パルプ 

非木材林産物とは食糧、飲料、飼料、燃料、薬品など植物性産品、け 
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1 非木材林産物 (NWFPS ・NTFPS) とは

1 定義

森林からは木材・薪炭だけでなく、くだもの (木の実)、山菜、きの

こ、狩猟による獲物、食用昆虫、あるいは渓流の魚などの食糧をはじめ、

薬草、繊維、家畜の飼料などさまざまな産物が得られる。このことは熱

帯森林の中で暮らす先住民とか原住民と-1乎ばれる人々が、衣食住の材料

すべてを森林から得ているのをみればよくわかる。

森林産物・林産物は、一般にこれまで製材という過程を通る木材

(Timber,lumber,sawn ‐timber) と、 薪 炭 、 タ ケ、 ラ タ ン、松 や に

など製材の過程を通らない産物に分けられ、一般に前者をMajor

products 、後者 を Minor products と呼んで きた。わが国での 「特用林

産物」、「特殊林産物」もほぼ、この Minor productsに対応するものと

考えていいようである。

非 qォ林産物 (Nonwoodforestproduc 態,NonlimberlorestProduct

(よくNWFPS ・NTFPS と略称されている) とは、これまで使われて

きたMinor forest productsと同義語としても使われている。しかし、

製紙用パルプ・チップ、パーティクルボード用のチップ材など木質部の

利用が増加し、製材という過程を通るか通らないかということでのこの

区分も、時‘こ混乱を招くようになった。さらに、非木材林産物をメジャ

ーとした森林利用が模索されていることからもわかるように、木材の生

産をメジャーとし、他の部分、あるは他の森林産物をマイナーだとした

考えはほぼなくなっている。

FA0(1991) では「木材林産物」と「非木材林産物」を、それぞれ

次のように定義している。

木材林産物とは丸太、製材品、木質パネル、チップ、パルプ

非木材林産物とは食糧、飲料、飼料、燃料、薬品など植物性産品、け
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もの・鳥類・魚類などからの食糧、羽毛、皮革、そして、蜂蜜、ラック、 

絹糸など動物性産物、および、保護、レクリェーションとしての土地利 

用としている。しかし、のちに述べるが、FA0のこの定義にはこれま 

での非木材林産物の定義とかなりちがった扱いのところもある。 

非木材林産物を理解するために、非木材林産物の定義・範囲を少し見 

てみよう。 

林業百科辞典（日本林業技術協会）では「特殊林産物」（林野副産物 

の用語を用いているが）、すなわち、非木材林産物を（1｝特用樹種から収 

穫される産物、およ酬2)用材・薪炭以外の林野産物とし、次の10項目を 

あげている。 

(1) 食用（菌じん類をのぞく）：クリ・クルミの果実、ゼンマイなど 

の山菜、ワサピ 

(2) 菌じん類：シイタケ・ナメコ・マツタケ・エノキタケ・シメジな 

ど 

(3) 繊維類：シュロ（皮・葉）、ミツマタ・コウゾ（皮）、タケ 

(4） タンニン：五倍子 

(5） 染料類：五倍子 

(6) 建材類：タケ・キリ（材）、アベマキ・キハダ（樹皮）、スギ・ 

ヒノキ（樹皮） 

(7） 油脂およびろう（蝋）：アフ’ラギり・ノいビの果実 

(8） 精油：マツ（松根油）、クロモジ（クロモジ油）、クス（樟脳） 

(9) 薬I「にオウレン・ゲンノショウコ・キキョウ・センブリ・ニワト 

コ・トウキ・リンドウ・キハダ 

(10) その他：松やに、木酢液、ウルシ 

また、特用樹種とは「果実の有効成分または樹木の特殊部分の利用 

できるもの」とし、次のような樹種をあげている。 

(1） 果実を利用するもの 
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もの ・鳥類 ・魚類などからの食糧、羽毛、皮革、そ して、蜂蜜、ラック、

絹糸など動物性産物、および、保護、レクリェーションとしての土地利

用としている。しかし、のちに述べるが、FAO のこの定義にはこれま

での非木材林産物の定義とかなりちがった扱いのところもある。

非木材林産物を理解するために、非木材林産物の定義・範囲を少し見

てみよう。

林業百科辞典 QI本林業技術協会)では「特殊林産物」(林野副産物

の用語を用いているが)、すなわち、非木材林産物を(1)特用樹種から収

穫される産物、および(2)}li材・薪炭以外の林野産物とし、次の10項目を

あげている。

(1) 食用 (菌 じん類をのぞく): クリ・クルミの果実、ゼンマイなど

の ILI菜、 ワサビ

(2) 菌じん類 :シイタケ ・ナメコ・マツタケ・エノキタケ・シメジな

ど .

(3) 繊維類 :シュロ (皮 ・葉)、ミツマタ・コウゾ (皮)、タケ

(4) タンニン :五倍子

(5)染料類 :五倍子

(6) 建材類 :タケ・キリ (材 )、アベマキ・キハダ (樹皮)、スギ・

ヒノキ (樹皮)

(7)油脂およびろう (蛾): アブラギリ・ハゼの果実

(8) 精油 :マツ (松根油 )、クロモジ (クロモジ油)、クス (樟脳 )

(9) 薬 用 :オウレン ・ゲンノショウコ ・キキョウ ・センブ リ・ニワ ト

コ ・トウキ ・リン ドウ ・キハダ

(1の その他 :松やに、木酢液、ウルシ

また、特用樹種とは「果実の有効成分または樹木の特殊部分の利用

できるもの」とし、次のような樹種をあげている。

(1)果実を利用するもの
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クリ、クルミ、オリーブ（食用）、アブラギリ、ツバキ、サザン 

カ、ハゼノキ（油脂用） 

(2)葉または樹皮を利用するもの 

シュロ、タケ、 ミツマタ、 コウゾ（繊維用）、クス、クロモジ 

（精油用）、アベマキ（コルク用）、ハンノキ、ニセアカシア、ヤ 

マモモ（肥料用） 

(3） その他 

ウシル、キハダ、キリ、タケ 

三浦（1944）は「樹芸林業生産物および特用林産物」として、次のよ 

うに分けている。 

樹脂林業：(1)弾性ゴム（パラゴム）、(2)ガッタパーチャ、 

(3）ダマール・コパール、(4）シェラック、(5）その他 

（漆・麒麟血） 

精油林業：(1）香木 白檀、沈香 （2）香味料 チョウジ、 

セイロン肉桂（3)香粧料（香料）イランイラン 

油脂林業：(1）ココヤシ油 （2）アブラヤシ油 （3）オリーブ汕 

織維林業：ヤシ類、マニラ麻、サイザル麻、カポック、テグス 

タンニン林業：ケブラチョ、阿仙薬・ガンビール、カッチ、ミロバラ 

ン、ワットル樹皮 

染料林業：ログウッド、ブラジルウッド 

嗜好品：(1）チャ （2）コーヒー （3〕カカオ・マテ‘コラ・ガラナ 

薬用樹木林業：(1）キナ （2〕コカ （3）大楓子 

藤・コルク等雑特産林業：(1)籐 (2）コルク （3）ゴム質（アカシアゴム、 

櫻ゴム、 トラガント） (4）でんぷん・砂糖（サゴ、アロールート、 

ヤシ糖） (5〕アイポリーナット 

インドネシア林業省の林産物統計では、非木材産物として（1）シラップ 

（ウリンの屋根葺き板・こけら板）、(2）木炭、(3)燃材、(4）ラタン、(5）テ 
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ク リ、 クル ミ、オ リーブ (食用 )、アブラギ リ、ツバキ、サザ ン

カ、ハゼノキ (油脂用)

(2)葉または樹皮を利用するもの

シュロ、 タケ、 ミツマタ、 コウゾ (繊維用 )、 クス、 クロモジ

(精油川 )、アベマキ (コル ク「")、ハ ンノキ、ニセアカシア、ヤ

マモモ 0肥料用)

(3) その他

ウシル、キハダ、キリ、タケ

三浦 (1944)は「樹芸林業生産物および特用林産物」として、次のよ

うに分けている。

樹脂林業 :(1蹄紬生ゴム (バラゴム)、(2)ガッタパーチャ、

(3)ダマール ・コパール、 (4)シェラック、 (5)その他

(湧き・敷麟血)

精油林業 1)香木 白檀、沈香 (2)香味料 チョウジ、

セイロン肉桂 (3)香料…料 (香料) イランイラン

油脂林業 :(1)ココヤシ油 (2)アブラヤシ油 (3)オリーブ油

繊維林業 :ヤシ類、マニラ麻、サイザル麻、カポック、テグス

タンニン林業 :ケブラチ ョ、阿仙薬 ・ガンビール、カッチ、 ミロバラ

ン、ワッ トル樹皮

染料林業 :ログウッド、ブラジルウッド

=喜好品 :(1)チャ (2)コーヒー (3)カカオ ・マテ ・コラ ・ガラナ

薬用樹木林業 :(1)キナ (2)コカ (3)大楓子

篠 ・コルク等暮"…特産林業 :(1)藤 (2)コルク (3)ゴム質 (アカシアゴム、

響 ゴム、 トラガン ト)(4) でんぷん ・砂糖 (サ ゴ、アロールー ト、

ヤシ糖 )(5) アイボリーナット

インドネシア林業省の林産物統計では、非木材産物として(1)シラップ

(ウリンの屋根葺き板 ・こけら板)、(2)木炭、(3)燃材、(4)ラタン、(5)テ
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ンカワン（イリッペナッツ）, (6）コパール、(7）松やに、(8）カユプテ・オイ 

ル、(9）絹糸、(10)タケ、(11）ダマールの11項目をあげ、また、輸出品の 

中に、ニッケイ（肉桂）とジュルトンが、ラタン、木炭、コパール、ダ 

マール、テンカワンとともに、単独の項目であがっている。インドネシ 

アのプルム・プルフタニ（Perum Perhutani = State Forest Corpora-

tion）での事業の中には、林内でクワを栽培してのカイコの飼育と、そ 

こからの生糸の生産、養蜂センターまで設置しての峰蜜生産があり、 

絹糸（生糸）や蜂蜜もここでは主要な非木材林産物なのである。 

Rodgers, A .(1984）はミャンマーの林産物について、木材（Tim・ 

ber）以外のものを、次の14項目に分けている。(1)燃材、(2）木炭、(3）タ 

ケ、(4）ラタン、(5)タンニン原料、(6)染料、(7）製紙、(8）樹脂、(9）精油、 

(10）ノぐラコトム、（11)薬用、(12）動物性産物、(13）食糧、(14）その他 

また、Chuntanaparb, L . (1985）はタイの非木材林産物を、U)タケ 

および草本、(2）ラタン、(3）カシューナッツ、(4）ラン（蘭）、(5）タンニン・ 

染料、(6)薬用植物、(7)食用、(8)蜂蜜、(9〕樹脂に区分している。 
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写真1 ヤマモクマオウとカシューナッツの混植 

（タイ、チュンボン） 
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ンカワン (イ リッペナ ッツ)、 (6)コパール、 (7)松や に、 (8)カユプテ ・オイ

ル、(9)絹糸、(10)タケ、 (11)ダマールの11項目をあげ、また、輸出品の

中に、ニッケイ (肉桂 ) とジュル トンが、ラタン、木炭、コパール、ダ

マール、テンカワンとともに、単‐独の項 目であがっている。イン ドネシ

アのプル ム ・ブ ル フ タ ニ (Perum perhutani=State Forest Corpora ‐

tion) での事業の中には、林内でクワを栽培してのカイコの飼育と、そ

こからの生糸の生産、養蜂センターまで設置しての蜂蜜生産があり、

絹糸 (生糸) や蜂蜜もここでは主要な非木材林産物なのである。

Rodgers,A.(1984) は ミャ ンマーの林産物 について、木材 (Tim ‐

ber) 以外のものを、次の14項目に分けている。(1)燃材、(2)木炭、(3)タ

ケ、 (4)ラタン、 (5)タンニン原料、 (6)染料、 (7)製紙、 (8)樹脂、 (9群青?中、

(10)バラゴム、 (11)薬用、 (12)動物性産物、 (13)食糧、 (14)その他

また、Chuntanaparb,L.(1985) はタイの非木材林産物を、(1)タケ

および草本、 (2)ラタン、 {3)カシューナッツ、 (4)ラン (蘭 )、 (5)タンニン ・

染料、(6)薬用植物、(7)食用、(8)蜂蜜、(9)樹脂に区分している。
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写真 1 ヤマモクマオウとカシューナッツの混植
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タイではタイ森林産業機構（Forest Industry Organization of 

Thailand, FIO）が実行する造林事業にはアグロフォレストリーの代表 

的なものであるタウンヤ法が採用されており、半島部ではヤマモクマオ 

ウ（Casua?カa junghuhnたna Miq.）の中にカシューナッツ、フタバ 

ガキ科のヤーン・ナー（DゆたrocmplおaたhおRoxb.）の中にコーヒ 

ー・バナナを混植するなどしており、ここではカシューナッツやコーヒ 

ーも明らかに森林産物、非木材林産物のーつなのである。 

表1 植物性非木材林産物 

食横 野生・栽培・半栽培植物、利用可能な雑草・菌類と、毅類、野菜、 

食用油脂、スバイス・調味料、塩代替、甘味料、レンネット代替、 

柔肉剤、飲料、コ一デ．（アル（リキュ一ル）‘せんじ薬， 

癒渇剤などを提供するそれら植物の根、塊茎、球根、幹、葉、 

新梢、花、果実、種子 

飼料 家畜および鳥類、魚類、ミッバチ・カイコ・ラックカイガラムシ 

などの昆虫を含めた野生生物の食糧 

薬用 人および家畜用の薬品、麻酔剤、膏藻、軟膏、ローション、下剤 

毒 狩猟、神判川毒物、幻覚剤、殺虫剤、殺菌剤の毒物（いくっかは 

薬品、とくに麻酔薬としての価値をもっている｝ 

芳香剤 化粧品・香水生産への精油（国際市場はきわめて特化しており， 

流通上弱みがある）、軟膏、薫香 

生化学 プラステイック・コーテイング、ペンキ・ニス産業のための 

非食用油脂、松やに、ワックス、尉脂・ラテックス、染料、 

タンニン、生化学用産品 

徴維 衣料、マット、縄（ロープ）、かご、ほうき、まくらの詰めもの、 

コルク 

木材 工芸（手エ芸）用の木材 

観賞 囹芸用植物、切リ花・ドライフラワー 
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タイでは タイ森林産業機構 (Forest ln(lustryorganization of

Thailand,FIO) が実行・する造林事業にはアグロフォレストリーの代表

的なものであるタウンヤ法が採用されており、半島部ではヤマモクマオ

ウ (Q 揺g′αmm 煎れg初山.'′加 川 Miq.) の 中 に カ シ ュー ナ ッツ、 フ タバ

ガ キ科 の ヤ ー ン ・ナ ー (D 中ねγoGのか fsαね粥 s Roxb.) の 中 に コー ヒ

ー・バナナを混植するなどしており、ここではカシューナッツやコーヒ

ーも明らかに森林産物、非木材林産物の一つなのである。

喪1 植物性非木材林産物

食糧 野生・栽培 ・半栽培植物、利用可能な雑草 ・菌類と、穀類、野菜、

食用油脂、スパイス・調味料、塩代替、甘味料、レンネット代替、

柔肉剤、飲料、 コーデ ィアル (リキュール ) ・せ ん じ薬 、

樽渦剤などを提供するそれら植物の根、塊茎、球根、幹、葉、

新梢、マヒ、果実、種子

飼料 家畜および鳥類、魚類、 ミツバチ ・カイコ・ラックカイガラムシ

などの昆虫を含めた野生生物の食糧

薬用 人および家畜用の薬品、麻酔剤、膏薬、軟膏、ローション、 ド剤

毒 狩猟、ネ串利用毒物、幻覚剤、殺虫剤、殺菌剤の毒物 (いくつかは

薬品、とくに麻酔薬としての価値をもっている)

芳香剤 化粧品・香水′1{産への精油 (国際市場はきわめて特化しており、

流通上弱みがある)、軟膏、薫香

生化学 プ ラステ ずック ・コーテ ィング、ペ ンキ ・ニス産業の ための

非 食用油脂、松や に、 ワ ックス、樹脂 ・ラテ ックス、染料、

タンニン、生化学用産品

繊維 衣料 、マ ッ ト、縄 (ロープ )、かご、ほ うき、 ま くらの詰め もの、

コル ク

木材 -1:芸 (手工芸)"}の木材

観賞 園芸用植物、切り花・ドライフラワー
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表2 動物性非木材林産物 

野生獣類 肉、皮革、すじ（線維）、骨、薬用 

鳥類 肉、たまご、はね（フェザー）、食用巣、グアノ 

魚類 食糧、魚油、蛋白飼料 

爬虫類 食糧、皮革、甲羅、毒、薬用 

昆虫類 食用昆虫、植物浸出物（マンナ）、蜂蜜、ワックス、蜜蝋、 

絹糸、ラック、 

表3 森林のもつサービス 

放牧 家畜および野生生物のための飼料、被陰、隠れ家 

土壌改良・保全 縁肥、腐植、窒素固定、土壊固定、被陰、生け垣 

公園・保護区 植物・動物の保護、ツーリズム、レクリェーション、狩猟、 

釣り、写真撮影、バード・ウォッチング、昆虫採集 

美的景観 景勝地・歴史遺跡 

(FA0 1991 ) 
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(FAO I991)
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先に、FAO (1991）の非木材林産物の定義を少し述べたが、それを 

さらにくわしく表1 --3 に示した。毒物をー項目として大きく取り扱っ 

ていること、また、動物性非木制林産物をより細かく扱っていることが 

特徴的であるが、少し細かすぎるとの印象は否めない。 

また、先に述べたBeer, J. II. de & M . J. Mc叱rrnott (1989) 

は、非木材林産物を大きく、(1）食用植物産物：サゴヤシ、バナナ、ネジ 

レフサマメノキなど食用植物、テンカワン（フタバガキ科樹木の果実）、 

クミリ（ククイノキAleuriles moliにcane Wilid.）の果実からとれる油 

脂などの食用油、シナモン（肉桂）などスパイス、家畜の飼料、(2）食用 

動物産物：野生鳥獣など食用動物、ツバメの巣・蜂蜜など食用動物産物、 

魚および水産無脊椎動物、(3）非食用植物産物：ラタン、タケ、観賞用植 

物、ダマール・松やになど樹脂、繊維、 (4)ブF食用動物産物：蜜蝋・ラ 

ックなど昆虫産物、シカの角など野生動物からの産物、に区別している。 

非木材林産物（NWFPs ・ NTFPs）の定義・範囲が、人により、時 

代あるいは地域によって大きく異なることがわかる。しかし、木材林産 

物と非木材林産物の区別を厳密に考えてみると案外むつかしい。たとえ 

ば、薪炭（木炭および燃材）である。これらは樹皮や枯葉が少々ついて 

いることがあるにしろ、明らかに木材（木質部）で、わが国では薪炭は 

木材産物として扱っていることが多いが、熱帯では非木材林産物として、 

破格に重要なものとしての扱いを受けている。 
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表4 非木材林産物の扱い方 

Ministry of Rodger. A . Chuntanaparb,L. 挽er,J.H de& FAQ 

一 

.,' ‘ー』 lndonesia(1991) (1989) 

（インドネシア） （ミャンマー） 

樹 

精 

価ochemicals Resins 

Guii Gums 

&Resins 

JJ Gum (Copal) 

Turpentin Resins 

Damar & Gums 

G .Jelutung 

油 Cayuput nil 

Tengkawang 

Oils 

維
 
紙
 

繊

製

 

燃 

木 

タ 

Fibers Fiber Fiber 

Pa隊r 

タンニン 

染 

スパイス Cassiafera Spices 

薬 

'l'ox ins 

材 Fuel Wond Fuel 

J Charcoal Charcoal 

ケ Bamboo Bamboos Bamboo & Bamboo 

(;rasses 

ラ タ ン Rattan Canes Rattan Rattan 

ノぐラゴム Rubber I.atexes 

Food Cashew Foods Food 

Edible products 

動物性 Silk ym・0 

産 

live aninuals) 

食 糧 

シラップ Si rap 

料 

観 賞 

Forage 

Orchids Ornamental Ornamentals 

目ants 

飼
 

手工芸 

そ の他 Miscellaneous 

products 

Wood 

喪 4 非木材林産物の扱い方

Ministry of Rodger,A. Chuntanaparb,L 段 er,J.Hde& FAO

項 目駕篭謡お,,(1984)(1985) W獅
rinott(1991)

(インドネシア) {ミャンマー) (タイ) (東南アジア)

樹 脂 Gum(Copal} , R儲ins Bi嘘 micals
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Darnar & Gums &Resins

GJelutung

精 油 cayupm oil oiお E緋 ntねloilsAromatics

Tengkawang

繊 維 Fibers Fiber Fikr

製 紙 Pa灰「

タ ンニ ン TanningTan--i 曙s Tamins

染 料 吻℃mg &Dyes Dyes

ス パ イ ス cassiafera Spices

薬 用 M"icaI Medica1 Midlies phalllaceuーicals

Toxins

燃 材 Fuelwood FueI F唖 wood

木 炭 CharcoaI Charcoal

タ ケ Bamboo Bamboos Bamboo&Bamboo

Gra騨es

ラ タ ン Rattan Canes Rattan Ratt細

ノぐラ ゴ ム Rubber Latexes

食 糧 F加d CashewFoods Food

Edibleproduds

動 物 性 silkyar- ・ AnimaI ProductsfronI Wilmile

産 物 Products bees (Products&

liveaninlals)

シ ラ ッフ o sirap

飼 料 Forage

観 賞 orchidsornamental omame 血 b

P1ants

Wood手工芸
そ の 他 ~厩 ellaneous

products
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ラタン（藤）やタケ（竹）も木質部だし、薫香という特殊な用途に利 

用される白檀や沈香も、同様に木質部の利用である。阿仙薬や白檀油も 

木質部に含まれる成分や精油を抽出したものである。しかし、これらを 

重要な非木材林産物として扱うことに異議をはさむ人はまずいない。 

もっときびしく定義すれば、非木材林産物とは文字通り「樹木 

6?vood) ・木材（timbei・） でないもの」 ということになり、「草本やき 

のこ、あるいは、動物性産物」のみをさすことになってしまうが、こん 

な定義をしていることはまずない。 

最近出版された東南アジアの非木材林産物を扱ったBeet, J. H . de 

& M . J. Mcdermott (1989）は「非木材林産物」を「利用の目的で 

天然林から取り出される木材以外の生物的なすべての原材料」と定義し 

ている。この中には食糧、薬品、スパイス、精汕（芳香油）、樹脂、ラ 

テックス、タンニン、染料、観賞用植物、野生生物（その製品や生きた 

ままのもの）、燃材、そして、ラタン、タケ、小径木や繊維などの原材 

料が含まれるとしている。しかし、「天然林から取り出されるもの」と 

限定する必要はないであろう。人工林でのそれら産物の生産、あるいは 

天然林の巾での人工的な栽培・生産が模索されているからである。 

2 林産業と農産物との境界 

工芸作物 

また、農産物との区別もむつかしくなってくる。農業では「工芸また 

は工業原料となり、加工されたのち利用されるもの」を工芸作物（In-

dustrial crop）といっているが、ー部一年生、あるいは多年生草本を 

含んでいるものの、非木材林産物と大きく重なっている。 

工芸作物として次のような分類がある。 

織維料作物 Fibel・ crop 

ワタ、ジュート、ケナフ、マニラアサ、サイザルアサ、タケ、カポッ 

ク、コウゾ、ミツマタ、ガンピ、 
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油蝋料作物 Oil crop 

ダイズ、ヒマワリ、アブラギリ、 トウモロコシ、オリーブ、ツバキ、 

チャ、アブラヤシ、ココヤシ、カカオ、ハゼ 

糖料作物 Sugar Cr01) 

サトウキビ、テンサイ、サトウカェデ、アマハステビア 

でんぷん糊料作物 Starch and paste crop 

サツマイモ、キャッサバ、クズ、ワラビ、イネ 

噌好料作物 Stimulant crop 

チャー、コーヒー、マテチャ、タバコ、コーラ、 ビンロウ 

香辛料作物 Spice crop 

シナモン、チョウジ、コショウ、ケシ、ゲッケイジュ、ハッ力、ワサ 

ビ、ウコン 

芳香油作物 Essential oil crop 

ラベンダー、ジャスミン、バニラ、レモングラス、ビャクダン 

ゴムおよび樹』旨半ミト作物 Rubber, gum and resin crop 

パラゴムノキ、サポジラ、アラピアゴムノキ、ウルシ、カナダバルサ 

ム 

タンニン料作物 Tannin crop 

ウコン、ロッグウッド（Haemato麗ylon canゆechな'/n('fli L ヘマトキ 

シリンを含み染料とする） 

薬用作物 Medicinal crop 

チョウセンニンジン、オウレン、ホップ 

（堀田：世界有用植物事典 1989) 

カポック、コウゾ、シナモン、バニラ、ピャクダン、パラゴムノキ、 

ウシルなどは、明らかに非木材林産物と月1なっている。 

アグロフオレストリー（Agroforestry) 

アグロフォレストリーの定義はアグロフォレストリーという用語を使 
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油蟻料作物 oil crop

ダイ ズ、 ヒマ ワ リ、 アプ ラギ リ、 トウモ ロコ シ、 オ リーブ 、 ツバ キ、

チャ、アブラヤシ、ココヤシ、カカオ、ハゼ

紬料作物 Sugar crop

サ トウキビ、テンサイ、サ トウカエデ、アマノ・ステビア

でんぷん糊料作物 Starch an(lpaste crop

サ ツマ イモ、 キ ャ ッサバ 、 クズ、 ワ ラ ビ、 イネ

--砦好料作物 stilnulal・t crop

チ ャー、 コー ヒー、 マ テチ ャ、 タバ コ、 コー ラ、 ビン ロウ

香辛料-作物 Spice crop

シナ モ ン、 チ ョウ ジ、 コシ ョウ、 ケ シ、 ゲ ッケ イ ジュ、 ハ ッカ、 ワサ

ビ、 ウ コ ン

芳香油作物 Essential oil crop

ラベ ンダー、 ジャス ミン、ノぐニ ラ、 レモ ングラス、 ビャ ク ダ ン

ゴムおよび樹脂料作物 Rul)ber,gumand resin crol)

バ ラゴムノキ、サポジラ、アラビアゴムノキ、ウルシ、カナダバルサ

ム

タンニン料作物 Tannin crop

ウ コ ン、 ロ ッ グ ウ ッ ド (鼠僻“?"fo町′/◇'′ c"“物 ec!′m72z〃72 L. ヘ マ トキ

・シリンを含み染料とする)

薬用作物 Medicinal crop

チ ョウセ ンニ ンジ ン、 オ ウ レン、 ホ ッフo

(堀F日:世界有用植物事典 1989)

カポ ック、 コウ ゾ、 シナ モ ン、バ ニ ラ、 ビャクダ ン、バ ラ ゴム ノ キ、

ウシルなどは、明らかに非木材林産物と重なっている。

アグロフオレス トリー (Agroforestry)

アグロフォレストリーの定義はアグロフォレストリーという用語を使
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った人と同じだけあるといわれるほどであるが、ほぽ「同一の土地で樹 

木と作物（樹木作物を含む）、あるいは家畜を、同時に（あるいは異時 

的に、交代で）組合わせることによって、土地面積あたりの総生産量を 

増加させる持続的な土地利用システムJ と、定義していいであろう。 

林業（森林）と、農業、畜産業、あるいは水産業を同時に行うといっ 

たものの、その組合わせは林業と農業、林業と畜産業、林業・農業・畜 

産業の組合わせ、さらには、林業と水産業の組合わせがある。その組合 

わせの期間についても、タウンヤ（Taungya) 法（インドネシアでは 

ツンパンサリTumpangsari と呼ばれる）では、樹木植栽の初期のみの 

一時的な組合わせであるのに、インドネシア、ジャワにその典型がみら 

れるプカランガン（Pekarangan, Home garden）では、その組合わ 

せは同時的、永久的である。 

アグロフォレストリーの代名詞的存在であり、現在、東南アジアで実 

行されている森林造成・再生法の主流であるタウンヤ法では、チーク、 

メルクシマツ、ピルマカリン、ユーカJ類、パラゴムなどの植栽と同時 

に、その林冠の閉鎖により光の不足で作物収量が減少するまでの数年間、 

この中でオカボ、 トウモロコシ、キャッサバ、モロコシ、キャベツなど 

の野菜類などー年生作物を主に、一部ではパイナップル、バナナ、ある 

いは、コーヒー、力シューナッツなどの永年生作物をつくっている。 

これらの産物は造林地からの生産物なのだから、非木材林産物ともい 

えるし、林業と農業の組合わせだと厳密に解釈すれば農産物ともとれる。 

また、林業と農業の組合わせという新しいカテゴリーだと考えれば、ま 

さしく、アグロフォレストリー産物ということになってしまう。実際、 

タイの森林産業機構ではヤマモクマオウの中にカシューナッツ、ヤー 

ン・ナー（Dipteroca rIm's aたfitり の中にコーヒー・バナナ、バラゴム 

の中にパイナップルといった組合わせでの森林再生を行っている。カシ 

ューナッツがタイの非木材林産物のーつの項目としてあがっていること 

は先に述べた。カシューナッツ、コーヒー、バナナ、さらには、パラゴ 
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林業 (森林) と、農業、畜産業、あるいは水産業を同時に行うといっ

たものの、その組合わせは林業と農業、林業と畜産業、林業・農業・畜

産業の組合わせ、さらには、林業と水産業の組合わせがある。その組合

わせの期間についても、タウンヤ (Taungya) 法 (インドネシアでは

ツンパンサリTunlpangsari と呼ばれる) では、樹木植栽の初期のみの

一時的な組合わせであるのに、インドネシア、ジャワにその典型がみら

れ るプカランガ ン (Pekarangan,Home garden) では、その組合わ

せは同時的、永久的である。

アグロフォレストリーの代名詞的存在であり、現在、東南アジアで実

行されている森林造成・再生法の主流であるタウンヤ法では、チーク、

メルクシマツ、ビルマカリン、ユーカリ類、バラゴムなどの植栽と同時

に、その林冠の閉鎖により光の不足で作物収量が減少するまでの数年間、

この中でオカボ、 トウモロコシ、キャッサバ、モロコシ、キャベツなど

の野菜類など←-年生作物を主に、一部ではパイナップル、バナナ、ある

いは、コーヒー、カシューナ ッツなどの永年生作物をつ くっている。

これらの産物は造林地からの生産物なのだから、非木材林産物ともい

えるし、林業と農業の親合わせだと厳密に解釈すれば農産物ともとれる。

また、林業と農業の組合わせという新しいカテゴリーだと考えれば、ま

さしく、アグロフォレストリー産物ということになってしまう。実際、

タイの森林産業機構ではヤマモクマオウの中にカシューナッツ、ヤー

ン ・ナ ー (D 中海 ひじα7か′s q毎′〃s) の 中 に コー ヒー ・バ ナ ナ、 バ ラ ゴム

の中にパイナップルといった粗合わせでの森林再生を行っている。カシ

ューナッツがタイの非木材林産物の一つの項目としてあがっていること

は先 に述べた。カシューナ ッツ、コーヒー、バナナ、さらには、バ ラゴ
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ムからのラテックスも林産業と1，て扱われているのである。 

もう一方のジャワのプカランガンでは家屋周辺に果樹、農作物、薪炭 

用樹木、薬用植物、園芸植物などを、水平・垂直的に組合わせ、同時に 

その中でヤギ、ニワトリなどを飼い、養魚池をつくってコイ、テラピア 

などを飼っている。ここから野菜、果物、香辛料などの日常の食べもの、 

薪、家畜の飼料など、水田からの米を除いて、日常生活に必要なものす 

べてが、ここで生産されるといわれるp プカランガンは毎日の手入れ・ 

管理により、季節的にも年次的にも大きな変化をしないので、熱帯林の 

模倣、熱帯にもっとも適応した土地利用だと評価されているのである。 

ここからの産物を金銭に換算すれば、かなりの生産額をあげていると試 

算できるのであろうが、これらの産物は林産物なのだろうか、農産物な 

のだろうか。 

もう一例をあげれば、タイ北部、いわゆるゴールデン・トライアング 

ルでは巨木の存在する天然林内にチャ（Canei1忽 sinensお（L.) 0 . 

Kunze) を植え込み、そのチャから、この地域特産の漬けもの茶‘Iミア 

ン”をつくっている。この茶はミャンマー北部のシャン州ではレペッソ 

ーと呼ばれ、雲南省にもある。発酵茶（Fermented tea）あるいは噛み 

茶（Chewing tea）などと英訳されているが、漬けもの茶が最もよく実 

態をいいあてているよう．である。森林の中にある中・低木がチャで、ほ 

ぽ5mにまっすぐに立ち、チャの葉は長さ10- 15cmにもなる大きなもの 

である。これを蒸したあと竹籠に入れ、発酵させたものである。 

タイ北部の市場ではミアンの入った大きな竹籠がそのまま並べられ、 

また、小分けしたものが売られている。森林の中で栽培することでチャ 

の品質がよくなるとされる。これらチャも森林がらの産物だとみれば、 

まちがいなく非木材林産物といっていいものである。 

マルチパーパス・ツリー（Multipurpose trees, MPTs) 

アグロフォレストリーの中で期待されているものに、マルチノぐーノぐ 
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ルでは巨木の存在する天然林内にチャ (Qi〃〃e鍍α鯛膨れs禽 (L.) ○.

Kunze) を植え込み、そのチャから、この地域特産の漬けもの茶 "ミア

ン" をつくっている。この茶はミャンマー北部のシャン州ではレペッソ

ーと呼ばれ、雲南省にもある。発酵茶 (Fermented‐tea) あるいは噛み

茶 (Chewing tea) などと英訳されているが、漬けもの茶が最もよく実

態をいいあてているよう.である。森林の中にある中・低木がチャで、ほ

ぼ 5m にまっすくに立ち、チャの葉は長さ10~15cm にもなる大きなもの

である。これを蒸したあと竹龍に入れ、発酵させたものである。

タイ北部の市場ではミアンの入った大きな竹龍がそのまま並べられ、

また、小分けしたものが売られている。森林の中で栽培することでチャ

の品質がよくなるとされる。これらチャも森林からの産物だとみれば、

まちがいなく非木材林産物といっていいものである。

マルチパ ーパ ス ・ツ リー (Multipurpose trees,MPTS)

アグロフォレストリーの中で期待されているものに、マルチバーバ
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ス・ツリーの探索・植栽がある。マルチパーパス・ツリーとは文字通り、 

一樹種で多様な利用目的・川途をもつものであるが、それには次のよう 

な利用項目があげられている。 

食糧：葉、果実、種子、樹皮などが果物、野菜、ナッツ、油脂、でんぷ 

ん、スパイスなどとして利用できるもの、 

飼料：葉、さや、新槍などが、生のままで、あるいは、加工して家畜、 

家禽の飼料として利用できるもの、 

木材：木部、樹皮、枝条が建築材、工芸材、薪炭材などに利用できるも 

の、 

その他：ワックス、精油、タンニン、染料、ゴム、織維、薬用、観賞な 

どに利用できるもの、 

環境保全サービス：防風、土壌保全、飛砂防止、生け垣、窒素固定、マ 

ルチングなどの効力があるもの、 

もともと、樹木には木材としての利用だけでなく、他にも何らかの利 

用がある。その巾でも、できるだけ多くの項目を満たすもの、あるいは、 

より多くの利用目的があるものということになる。それは果実は果物と 

して食用になリ、葉は飼料、枝は薪炭に適し、材はもちろん主産物とし 

て板材・柱材になり、端材は工芸に使え、樹幹の樹皮にタッピング（切 

り付け）すればゴムや樹脂が得られ、樹皮からはタンニンや染料がとれ、 

花は切リ花として販売できるといったイメージである。もちろん、防風、 

土壌保全、窒素固定などの効果もあるというものである。 

これにつけ加える造林学的、あるいは、生態学的条件はその収穫が持 

続できるもの、保育・保護管理がしやすく、労働・土地生産性の大きい 

もの、生態構造が安定しているものということであろう。 

こんなマルチパーパス・ツリーを見つけ、砂漠化・草地化したところ 

へ植栽し、森林再生をはかるとともに、多様な産物を得、それで地域住 

民の生活向上・地域経済の振興を計ろうとしている。自給経済の比重の 

高いところ、いわゆる限界地域では、これがそれなりの有効性を持とう。 
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しかし、いろんな林産物がとれるにしても、それが量的に少しずつでは 

経済的には不利である。生態学的にも、いくら多様な用途をもつ樹種と 

いえども、ある特定の樹種での森林をつくればその構造は単純、不安定 

なものとなろう。 

マルチパーバス・ツリーの単純林よりも、何種かの特定の目的をもっ 

た樹種、たとえば果樹、飼料樹種、早生薪炭材樹種、用材樹種といった 

組み合わせ、混植の方が時には有利であろう。マルチバーパス・ツリー 

への期待が大きいが、混植ももっと冷静に検討されていい。実際、 

FAO (1992）では混交林（mixed plantation）の利点を強調し、実例 

を多く紹介している。 

いずれにしろ、このアグロフォレストリーでのマルチパーパス・ツリ 

ーからのいろんな産物も林産物ということになる。－林産物と農産物の境 

界も考えてみると不明確なものである。また、主要な熟帯産物であるコ 

ーヒー、チャ、力カオ、バニラ、あるいはインドジャボクなどの薬用柑i 

物は被陰樹（Shade tree）下で栽培されている。被陰樹下で収量が多 

くなリ、品質がよくなるのである。 

マルチパーパス・ツリーとして知られるものを参考のため、いくつか 

あげておく。 

Ceiba pen tanthでGaertn － 力ポック（パンヤ、キワタ） パンヤ科 

熱帯アメリカ原産の落葉性高木、樹高は20mに達する。枝が水平に輪 

生する。若葉は野菜として食用、葉は家畜の飼料、果実はクッション材 

になるパンヤ棉、棉実からとれる油は食用・工業用、材は合板・箱材、 

樹脂は薬用、萌芽更新が容易 

Sa,nanea sarnan Merrill アメリカネムノキ（レインツリー） マメ科 

西インド諸島・中央アメリカ原産、樹高20-30m、常緑で樹冠を傘の 

ように大きく広げる。若いさやは家畜の飼料、材はチーク代用の工芸材、 

ラックカイガラムシを寄生させラック（シェラック）の採取、街路樹 

Leucaena leucocepliaたDe Wit ギンネム（イピルイピル） マメ科 
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しかし、いろんな林産物がとれるにしても、それが量的に少しずつでは

経済的には不利である。生態学的にも、いくら多様な用途をもつ樹種と

いえども、ある特定の樹種での森林をつくればその構造は単純、不安定

なものとなろう。

マルチパーパス・ツリーの単純林よりも、何種かの特定の日的をもっ

た樹種、たとえば果樹、飼料樹種、早生薪炭材樹種、用材樹種といった

組み合わせ、混植の方が時には有利であろう。マルチパーパス・ツリー

への期待が大きいが、混植 ももっと冷静に検討されていい。実際、

FA0(1992) では混交林 (mixed plantation)の利点を強調 し、実例

を多く紹介している。

いずれにしろ、このアグロフォレストリーでのマルチパーパス・ツリ

ーからのいろんな産物も林産物ということになる。林産物と農産物の境

界も考えてみると不明確なものである。また、主要な熱帯産物であるコ

ーヒー、チャ、カカオ、バニラ、あるいはインドジャポクなどの薬用植

物は被陰樹 (Shade tree) 下で栽培されている。被陰樹下で収量が多

くなり、品質がよくなるのである。

マルチパーパス・ツリーとして知られるものを参考のため、いくつか

あげておく。

Cg治"Pe" 忽“"m Gaertn, カポック (パ ンヤ、キワタ) パ ンヤ利・

熱帯アメリカ原産の落葉性高木、樹高は20mに達する。枝が水平に輪

生する。若葉は野菜として食用、葉は家畜の飼料、果実はクッション材

になるパンヤ棉、棉実からとれる油は食用・工業用、材は合板・箱材、

樹脂は薬用、萌芽更新が容易

S伽 m728"s α川筋? Merrill アメ リカネムノキ (レインツ リー ) マメ料

西インド諸島・中央アメリカ原産、樹高20~3()“②、常緑で樹冠を傘の

ように;大きく広げる。若いさやは家畜の飼料、材はチーク代用の工芸材、

ラックカイガラムシを寄生させラック (シェラック) の採取、街路樹

L釧伽伽 "Zezrのじゆ加超 De IVit ギンネム (イピルイピル) マメ科
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中央アメリカ原産、樹高5 - 8 ITiのハワイアン型と樹高20mに達する 

サルバドル型がある。後者をジャイアント・イピルイピルという。葉と 

若いさやは野菜・家畜の飼料、枝葉はマルチ、種子は工芸、材は薪炭・ 

パルプ、被陰樹・緑化樹、挿し木・実生での天然更新が容易、各地に野 

生化 

Tamarm7漉‘S 加dica L. タマリンド マメ科 

南アジア・アフリカ原産、樹高25rn, さやを調味料・清涼飲料水・菓 

子、材はマホガニー代用の家具、街路樹 

これまでの非木材林産物の定義・現状をみ、今後の熱帯林業の将来を 

考えてみると、森林からの産物を木材林産物だ非木材林産物だと区別す 

る必要もないし、また、林産物だ農業工芸作物だときびしく区別する必 

要もない。農業関連の機関、林業関連の機関が密接な連携をとり、地域 

の発展につくせばいいのである。 

本書で主として取り扱う東南アジアに限っても、それぞれの地域の自 

然・杜会的背景により非木材林産物の内容が大きく異なることがわかっ 

ていただけたと思うが、便宜上、次に示した大まかな項目にまとめ、そ 

れにそって解説する。 

(1)樹Jl (Gums & Resins, Gums, Resins, 

(2)精th (Oils, Essential oils) 

(3)繊維（Fibers) ・製紙（Paper-making materials) 

(4） タンニン原料・染料（Tannin & Dyes, T・anning & Dyeing 

materials) 

(5）薬用（Medical plan加，Medicines) 

(6) k 用. (Foods, Food plants, Edible products, Spices) 

(7)薪炭 (Fuel woods & Charcoals) 

(8) l料 (Foddar) 

Latexes) 
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中央アメリカ原産、樹高 5~8m のハワイアン型と樹高20m に達する

サルバ ドル型がある。後者をジャイアント・イピルイピルという。葉と

若いさやは野菜・家畜の飼料、枝葉はマルチ、種子は工芸、材は薪炭 ・

パルプ、被陰樹・緑化樹、挿し木・実生での天然更新が容易、各地に野

生化

Zα朔のぼれゐ‘s 次雄惚 L. タマ リンド マメ科

南アジア ・アフリカ原産、樹高25m 、さやを調味料・清涼飲料水・菓

子、材はマホガニー代用の家具、街路樹

これまでの非木材林産物の定義・現状をみ、今後の熱帯林業の将来を

考えてみると、森林からの産物を木材林産物だ非木材林産物だと区別す

る必要もないし、また、林産物だ農業工芸作物だときびしく区別する必

要もない。農業関連の機関、林業関連の機関が密接な連携をとり、地域

の発展につくせばいいのである。

本書で主として取り扱う東南アジアに限っても、それぞれの地域の自

然・社会的背景により非木材林産物の内容が大きく異なることがわかっ

ていただけたと思うが、便宜上、次に示した大まかな項目にまとめ、そ

れにそって解説する。

(1) 樹脂 (Gums & Resins,Gums,Resins,Latexes)

(2) 精油 (Oils,Essential oils)

(3) 繊維 (Fibers) ・製紙 (Paper‐making materials)

(4) タンニン原料 ・染料 (Tannin & Dyes,Tanning &Dyeing

materials)

(5) 薬用 (Medical plants,Medicines)

(6) 食用. (Foods, Food plants,Edible products,Spices)

(7) 薪炭 (Fuel woods &Charcoa1

(8) 飼料‘(Foddar)
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(9） ラタン（藤）(Rattans, Canes) 

(10) タケ（竹）(Bamboos, Bamboos & Grasse司 

(11)観賞 (Ornamental plants) 

⑩ 動物性産物（Animal products) 

(13)特殊木材（Wood for handcrafts) 

(14) ヤシ類（Palms) 

熱帯アジアの特産物といってよく、また、多様な用途をもつ「ラタ 

ン」と「タケ」を独立した項目にしたのも妥当であろう。「薪炭」・「飼 

料」についても、それらを日常的に森林から得ていること、それらの供 

給を目的とした森林造成さえなされていることから、それぞれ独立の項 

目としてもいいであろう。森林から多様な植物が食用・薬用として採 

取・利用されており、また、未利用のそれら植物の探索とその栽培方法 

の確立が強調されていることでもわかるように、「食用」、「薬用」が独 

立した項目として扱われることも多くなっている。 

あとでもアブラヤシ、ココヤシ、サゴヤシ、ニッパヤシの解説で述べ 

るように、農業的には利用されないヤシ類の幹材・葉などの利用にあた 

っては、その性質の解明、強度試験などに、林産業としての出番がでて 

いる。ヤシ類の幹材・葉の利用開発の重要性から「ヤシ類」 を一項目と 

し、また、明らかに木材はであるが、これまでの経過で特殊（工芸）用 

材として扱われてきた沈香・白檀などを「特殊木材」として一項目とし 

た。 

上に述べた項目にそって解説していくことにするが、それぞれの項目 

の中には私自身で、まだ見ていないもの、あるいは、現在ではほとんど 

生産されていないものなどがあり、記述がくわしいものと、簡単なもの 

ができてしまった。 
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樽) ラタン (篠 )(Rattans,Cane

(1の タケ (竹 )(Bamboos,Bamboos & Grasses)

(11)観賞 (ornamental plants)

回 動物性産物 (Animal products)

◎ 特殊木材 (Wood for handcrafts)

(lo ヤシ類 (Palms)

熱帯アジアの特産物といってよく、また、多様な用途をもつ 「ラタ

ン」と「タケ」を独立した項目にしたのも妥当であろう。「薪炭」・「飼

料」についても、それらを日常的に森林から得ていること、それらの供

給を目的とした森林造成さえなされていることから、それぞれ独立の項

目としてもいいであろう。森林から多様な植物が食用・薬用として採

取・利用されており、また、米利用のそれら植物の探索とその栽培方法

の確立が強調されていることでもわかるように、「食用」、「薬用」が独

立した項目として扱われることも多くなっている。

あとでもアブラヤシ、ココヤシ、サゴヤシ、ニッパヤシの解説で述べ

るように、農業的には利用されないヤシ類の幹材・葉などの利用にあた

っては、その性質の解明、強度試験などに、林産業としての出番がでて

いる。ヤシ類の幹材・葉の利用開発の重要性から「ヤシ類」を- 項目と

し、また、明らかに木材はであるが、これまでの経過で特殊 (工芸)用

材として扱われてきた沈香・白檀などを「特殊木材」として一項目とし

た。

上に述べた項目にそって解説していくことにするが、それぞれの項目

の中には私自身で、まだ見ていないもの、あるいは、現在ではほとんど

生産されていないものなどがあり、記述がくわしいものと、簡単なもの

ができてしまった。
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